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These days, many people are using a personal computer that is Windows or 
Macintosh.  They want to use one at out of office or home.  So most of them are using 
a notebook-type computer, and carrying it every time they go out.  But it is too heavy 
and big, because its weight is over 1 kilogram and its size is bigger than B5 file.  In 
this paper, we consider the Persona Digital Assistant computer that is a new type 
computer, not Windows or Macintosh.  It is very light and small.  And we will show a 
new business style utilizing it. 
 
 
１．はじめに 
 
PDA(Personal Digital Assistant)と呼ばれる携帯情報端末の普及率がここに来てアメリ
カを中心に、わが国においても急速に伸びてきている。PDAとは、手のひらに収まるくら
いの大きさの電子機器で、パソコンがもつ機能のうちいくつかを実装したものをいう。液
晶表示装置や外部接続端子を搭載し、電池や専用バッテリーで駆動する。PDAは主に、モ
バイル（移動通信）コンピューティングのために開発されたものである。スケジューリン
グ、メモ、メール通信などの機能を標準で装備し、軽量化され、家電機器とパソコンの間
を埋めるものとして位置付けられている。 
本稿では、携帯情報端末について分析し、携帯電話、デスクトップ PC との連携によっ
てデータの相互交換を可能にすることで、情報化社会においてデジタル化した様々なデー
タを携帯して利用する「携帯情報端末による次世代ビジネスシステム」について考察する。 
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２．フィックスからモバイルへ 
 
近年の情報化社会における技術革新の流れの中で、デスクトップパソコンからノートパ
ソコンへの移行が求められていることに代表されるように、情報端末のフィックスからモ
バイルへの移行が急速に進んでいる。そこでは、携帯電話やPDAが利用場所を選ばない高
性能な情報端末として注目されている。国内では、若年層を中心にして携帯電話の利用者
数の増加に伴い、従来の電話機としての機能だけではなく、携帯情報端末としての機能を
備えたものも登場した。NTT DoCoMoの発表した「ｉモード1」の普及率は 1,000 万台を
超える勢いで伸びている。技術的にはモバイルにパケット通信方式を活用したものであり、
さほど革新的な技術が用いられているわけではないが、この『携帯情報端末』として携帯
電話の利用者数の拡大はモバイルに対する市場の反応であり、現在では、携帯電話を端末
として使用することで、バンキング、ショッピング等さまざまなサービスが受けられるコ
ンテンツも増えている。また、フィンランドでは携帯電話によるデジタル・キャッシュ機
能の実装がすでに実現しており、『携帯電話から、自動販売機に信号を送り、ジュースを購
入した後、料金は電話料金の中に課金する』といったシステムのインフラも整っている。
このことはモバイルとして進化してきた携帯電話やPDAが新たな進化の段階に確実に入っ
たことを示している。このモバイルとフィックスの関係を考えるとき、「進展の四段階理論」
というものがある。 
 
モバイルとフィックスにおける「進展の四段階理論」2
第一段階 フィックスはフィックス、モバイルはモバイルがそれぞれ分かれて競合せず存在する。 
第二段階 モバイルの普及率が伸び、フィックスからモバイルへとシフトが始まる。 
第三段階 フィックス・モバイルコンバージェンス。フィックスとモバイルをつくっていた企業が個
別におこなっていたオペレーションを、同一のオペレーターでやる段階。これにより、料
金請求のデータベースや故障の受け付けなど、保守運用や整備という部分を一つの会社で
おこなえる統合の効果が起こる。 
第四段階 モバイル独自の製品の登場で、さまざまなシーンでの支払いなどをおこなえるようになる
段階。 
 
多くの携帯情報端末が次世代の機能を搭載することで、社会におけるデジタル情報の利
用形態も大きく変化する段階に入ってきている。この中で PDAは独自の OSとデータ管理
機能を備えた携帯型コンピュータとして開発されてきた。このデスクトップコンピュータ
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の補助的なものとして捉えられていた PDAは CPUやメモリを実装し、ソフトウェアによ
って用途に応じた使用をするといった点においては、まさに『軽量小型で持ち歩けるコン
ピュータ』であるといえる。 
 
 
３．PDAの分類と機能的特徴 
 
PDAはその携帯性のよさによって主に、ビジネスツールとして活用されている。入力デ
バイスの充実、操作性のよさにより、ノートパソコンと比べると機能面では劣るものの、
その薄型軽量なボディはモバイルコンピューティングによる通信環境をさらに推し進める
ことになった。携帯情報端末には、現在のところ Palm とよばれる独自の OS を搭載した
ものや、国内では大きなシェアを持つザウルス、OSにWindows CEを搭載したもの、メ
ール機能のみを持ち携帯電話と物理的接続によって使用するメール端末等があげられる。
以下に現在発売されている各 PDAについて、その操作性、及び機能的特徴についてあげて
いく。 
 
① Palmマシン 
Palm Computing社3 によって開発されたPalm OSを搭載したPDAである。CPUには、
Dragon ball EZ/20MHzという愛称のモトローラ製の省電力チップMC68EZ3284 を使用
し、メモリは 8MB(RAM)・4MB(ROM)。さまざまな周辺機器があり、クレードルと呼
ばれる充電器兼連結器をシリアルポートもしくはUSB接続によってパソコンと接続する
ことで、パソコン内のデータをPDA側でも共有することが可能である。通信機器と通信
ソフトによってインターネットやメールにも対応している。赤外線ポートもあり無線に
よる通信可能な機種もある。非常に小型で軽量であるが操作性はよく、PDAの代表格で
ある。 
 
② Palm Size PC 
名前は非常に良く似ているが、OSにWindow CEを搭載したPDAでPocket PCともい
う。Microsoft社5 が提唱しているWindows CEを搭載した手のひらサイズの携帯情報端
末である。キーボードがなく、スタイラスペンのみで操作するのが大きな特徴。電子メ
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ールやスケジュール管理、手書きのメモなどの機能を使うことができ、Windowsパソコ
ンとのデータの連携も容易になっている。ハードウェアメーカー各社がこの仕様に沿っ
た製品を開発している。 
 
③ ハンドベルド PC 
システム手帳サイズのパソコンで、重さが 1kg 未満のものが中心である。Microsoft
社のWindows CEを搭載した手の平サイズのパソコン。実際には片手で持てる程度の大
きさのものが多い。 Windows95/98と同じ操作性で扱うことが出来る。出入力デバイス
はキーボードとスタイラスによるものがあり、マウスに対応したものもある。 
 
④ ザウルス 
シャープの開発した製品で、1993年の発売以来優れた機能と操作性で国内の PDA市
場では最大のシェアをもつ。電子手帳の延長線上にあるが、非常に高性能で、通信など
も可能になっている。 
 
⑤ PSION 
イギリスのPsion社6 が開発・販売している携帯情報端末のシリーズ名である。
「EPOC」という独自のOSを搭載しており、ワープロや表計算、簡易データベース、ス
ケジュール管理などのアプリケーションソフトを内蔵している。ノートパソコンを一回
り小さくした形で、カラー液晶画面と小型のキーボードを搭載している。ヨーロッパで
人気が高い。 
 
⑥ メール端末 
携帯電話や PHSによるメール通信機能を補うかたちで登場した端末である。発売当初
はキーボードによる文書入力の補助的な意味合いが多かったが、現在では独自の進化を
見せている。画像を扱えるようになったものや、Webブラウジング可能なものもあり、
インターネットへ直接アクセスすることでさらに用途が広がった。 
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以下に、現在日本で販売されている各PDAのメーカーを表にまとめる。7
種類 メーカー 
Palm ハンドスプリング、ソニー、アスク、MDS、 
パーム・コンピューティング、日本 IBM 
Pocket PC NTTドコモ、カシオ計算機、 
日本ヒューレット・パッカード 
ハンドヘルド PC 
NEC、NTTドコモ、日本ビクター、 
シャープ、日本ヒューレット・パッカード、 
日立製作所、富士通 
ザウルス シャープ 
メール端末 NTTドコモ、au、シャープ、J-フォン、 DDIポケット 
この表から、ほとんどのパソコンや携帯電話などのメーカーが各 PDAを販売しているの
がわかる。このことは、パソコンや携帯電話などとは異なったカテゴリーとして PDAが広
く認知されていることに他ならない。 
 
 
４．携帯情報端末の方向性 
 
ここでは、携帯情報端末としての PDAと携帯電話について考えてみる。 
PDAには総じて通信機能が装備されている。これは外出先から必要なデジタル情報を入
手し、メール通信等どこにいても場所を選ばず通信をするために必要な機能である。ただ
し、この通信機能は PDA単独で利用することはできないので、パソコンや携帯電話といっ
た通信機能を持った機器との有線による接続が必要となってくる。それらの機器が赤外線
対応の機種であれば、無線による接続も可能だが、今のところ有線接続が一般的である。
しかし、現在ではデジタル公衆電話（IC公衆電話）を利用して赤外線通信できるものもあ
る。このことは携帯電話が、それ一台のみで携帯情報端末としての簡単な機能を持ち合わ
せていることとは極めて異なった要素であるといえる。携帯電話ではメールサービスや簡
単なメモ書き程度は可能であり、液晶画面の見にくさや、テンキー操作の不具合を差し引
いてもその機能は魅力的なものである。また、独自のコンテンツサービスの充実や加入者
の増加により、通信携帯端末としての携帯電話の存在は今後、国内だけではなく世界的な
広がりを見せるであろう。 
ここで、携帯電話やパソコンなどを介しないと通信することができない PDAのアドバン
テージとして何を見出すことができるかが重要となってくる。それらとしては、携帯情報
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端末としては比較的大容量のデータを PDAの中に保存することが可能な点と、パソコンと
のデータ交換が容易な点である。また、入力に関するデバイスも多数発表されており、携
帯電話特有のテンキー入力が合わない人には選択肢が増えることになる。これらは、携帯
電話では容易に実現できないものであるので、PDAのアドバンテージとして第一に考える
ことができる。さらに、スケジュール管理やアドレス帳などシステム手帳的な用途もそな
えている点も挙げられる。 
 
 
５．Palmの独自性 
 
以上により、この携帯情報端末の一方向性を示すものとして、Palmマシンに注目してみ
る。96年 3月に米国 3Com社が発表したこの初代の Palmマシンは Palm/Pilot名づけら
れる。搭載 OSはパームコンピューティング社の Palm OSとよばれるもので、現在のとこ
ろ携帯情報端末における市場占有率は 7～8割と世界最大のシェアをもつ。発売当初、Palm
メモリは 128k 程度であり、無駄なものは一切省き、「携帯性」「機動性」を重視した仕様
になっていたことで、多機能こそが求められるものとしていたコンピュータ業界の常識を
変える存在になるのである。この Palm マシンの米国内での出荷台数は、発売開始後わず
か 1年半で 100万台を超えたという。米国ではまさに“国民機”と呼ぶに値する普及率で
ある。現在では様々な仕様変更によって、メモリは 8M、拡張メモリを搭載した機種や、
無線通信機能をもったものまで現れ、全世界における普及台数は約 600万台ともいわれて
おり、わが国においてもこの Palmが新しい携帯情報端末として注目を集めている。 
この Palmマシンは PDAの中でもっとも小さく、バッテリー駆動時間も一回の充電で二
週間～最大約二ヶ月連続使用できるものまである。アメリカでも重量のあるノートパソコ
ンを持ち運びメール通信やスケジュールの管理をするのではなく、このモバイルに適した
PDAを活用するビジネスマンが増えてきている。この Palmは開発段階からパソコンとの
データ交換を簡素化し、携帯情報端末に必要な要素を踏まえたものになっている。独自の
Palm OSは、「実用的に使えるモバイル専用 OS」であることを目標としたものである。で
は、携帯情報端末として必要な要素とはいかなるのもが考えられるかを示す。 
① 胸ポケットへも入れられるくらいの大きさ、重さであること。 
② 交換や充電時期を意識する必要がないくらいのバッテリー寿命が長いこと。 
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③ 必要な情報がすぐに呼び出せる軽快な動作が実現できること。 
④ 簡単にパソコンとデータをシンクロ／バックアップできる機能を持っていること。 
これらの要素を実現するために、それまでの「より多くのメモリと、より早いプロセッ
サー」というパソコン的開発発想を捨てて、効率的で省電力設計の OS の開発が必要とさ
れたのである。②や③などは携帯情報端末が普及するために問題となっていた点であり、
携帯電話と分けて考えるうえで、PDAの普及においても、大変重要な要素であった。 
そしてPalm Computing社によって開発されたPalm OSは進化を重ねることでその機能
を充実させている。またPalmマシンは、データ保存機能によってPalmはWeb上に無数に
公開されているPalm Gearと呼ばれるアプリケーション群をダウンロードすることで、
PDAにソフトを組み込み、好みに合ったマシンに自分でカスタマイズすることができるの
である。ソフトウェアは個人のシェアウェア作家や企業によって提供されたもので、ソフ
トウェアを専用接続機器によってパソコンからインストールすることで使用できるのであ
る。Palm Gearに関しても、そのデータサイズの軽量化とデベロッパーに対しての情報公
開の積極化によって、技術的進展をしている。このことはOSにおけるLinux8 などPC Unix
の開発と進化にも通じるものである。携帯電話が独自のコンテンツ開発とサービスで市場
を拡大しているのに対して、PDAはインターネットで公開されている無数のコンテンツや
技術を巻き込んだ新しいモバイルの利用形態を生み出す可能性を持っている。 
 
 
６．PDAによるデジタル情報の利用例9
 
これまで、携帯情報端末としての PDAがいかに優れたものであるかを述べてきたが、そ
れだけでは携帯電話やノートパソコンなどとの差別化を図ることは難しく、ただ単に通信
機能を持ったシステム手帳的なものとなってしまうと思われる。ここでは、PDAの未来を
考える上での一方向性を示していくこととする。 
現在、インターネット上には無数のオンラインサービスが存在する。インターネットの
世界では、データベースによる情報サービスや商品購入の予約代行、メール配信等のサー
ビスが行われている。一例をあげると、現在でもWebサイトからのオンラインで購入可能
な商品のひとつに行楽施設や劇場、イベント等の「入場チケット」があげられる。このい
わゆる入場券はさまざまな形で多くのサイトがあつかう商品である。販売方法も予約受付、
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前売り、特典販売や企業と提携したものと数多く存在する。購入に関しては、利用者の求
めるイベント情報を検索し、関連サイトに個人情報を入力、サーバー側でデータベース化
し、その後、開催日に間に合うようにチケットを購入者に郵送する、またはコンビニなど
に取りに行くといったシステムが一般的である。これらは、インターネットのもつ通信網
をいかして、販売所まで購入者が自ら足を運ばなくてもいいといった点においては、情報
技術の恩恵を受けているかもしれないが、チケットの販売数や利用状況を確認した後の流
通形態では大きく変わった点はない。イベントに関する情報は紙媒体の「チケット」に表
示され、それが郵送または取りに行くといった従来型のシステムによるものが多い。その
入手した「チケット」を購入者は利用する際、会場の入り口で提示し、その半券を回収す
ることで、入場の確認をとるシステムである。このことは、チケットの作成費やその回収
にかかる費用負担が発生するものである。また、e-チケット10 と呼ばれるシステムも生ま
れている。このシステムは、オンライン上でチケットのデータを入手し、HTML化された
チケットデータをフロッピー等で保存し、会場にそのフロッピーを持っていくことで利用
者のデータ照会をしていくものである。システムとチケットそのものをデジタル化するこ
とによって、上記の商品そのものの流通はオンラインで完了しているが、フロッピー等の
二次的なメディアが必要であるシステムである。 
ここで、PDAを利用すると、こうした個人情報及びオンライン上で購入した商品（この
場合はチケット）のデータを PDA内に記録させ、特別な機器（ディスクやメディアなど）
を必要としない PDA 本来のモバイル機能を使った新しいデジタルデータの利用システム
を確立することが可能となる。本稿では、このようなシステム全体を『PDAによるオンラ
イン認証システム』と呼ぶことにする。 
 
オンライン認証型のチケット販売システム図 
????
 
携帯情報端末
（PDA） 
アクセス 
【チケットデー タ取得】 
 
データサーバー 
チケット情報 
（購入者 ID取得） 
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サイト運営企業 
自 宅 
携帯情報
端末 
接続機器 
 
パーソナル 
コンピュータ 
インターネット チケットデータ配信 
サーバーシステム 
オンライン 
決済登録サイト 
イベント開催会場･劇場 クレジット会社 
顧客情報 
データベース 
利用確認 
データサーバー 
専用データ読取器 
（赤外線対応） 
???
 
利用者 
データ検索 支払い請求／明細 
 
７．まとめ 
 
これまで述べてきたように、今までの生活様式においては、人と人との対面を中心とす
るものが主であった。ショッピングを例にとれば現金であれ、クレジットカード扱いであ
れ、支払方法はさまざまでも対面販売が基本であった。 
しかし、情報化社会が進むと日頃何気なく利用している銀行やクレジット会社の ATMや
キャッシュディスペンサー、身近にある各種の自動販売機や公衆電話など、実は機械と利
用者による非対面での取引が増えてきていることに気付かされる。このような非対面の取
引は、インターネットに代表される電子商取引や、2000年３月から始まったキャシュカー
ドで支払いができるＪデビットサービスなど決済分野で急速に広がりつつあり、人と企業
の行動パターンを大きく変革することになった。高速料金支払い、インターネットバンキ
ング、公共機関サービス及び交通機関の利用システム、及び料金決済方式は大きな変革期
を向かえることになった。デジタルデータは PDAに集約されることで、今まで複数のカー
ドの携帯で不便に感じていたものがより、機能的になり、そのセキュリティ上においても、
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それぞれのパーソナルコンピュータにデータのバックアップをとることで、紛失や盗難を
未然に回避することができる。問題点としては、暗証番号技術やデータのコピーに対する
対策も必要になってくるが、個人情報のデジタル化によって PDAでデータを携帯し、様々
なサービス利用の際に必要な情報を必要に応じて 引き出すといったライフスタイルは今
後ますます発展して行くであろう。 
 
 
注 
 
1. 詳しくいコンテンツなどに関しては、「http://www.nttdocomo.co.jp/」を参照のこと。 
2. 「e－ビジネスに強くなる「トラフィック革命の衝撃」、島田 隆・安藤佳則、講談社現代新書、2000
年６月 20日、P.73-74」より引用した。 
3. 詳しくは、「http://www.palm-japan.com/home.html」を参照のこと。 
4. 詳しくは、「http://www.mot.co.jp/」を参照のこと。 
5. 前述のWindows CEや後述のWindows95/98などの OSやその他アプリケーションの開発・販売を
行っている。詳しくは、「http://www.microsoft.com/japan/」を参照のこと。 
6. 詳しくは、「http://www.psion.com/」を参照のこと。また、OS は日本語対応となっていないが、日
本語環境構築ソフトがある。詳しくは、「http://www.enfour.co.jp/psion/」を参照のこと。 
7. 日経モバイル、2001年 1月号、P.40 
8. フリー（再配布自由）な UNIX 系の OS である。いろいろなディストリビューションがあり、イン
ターネットサーバーなどに広く利用されている。詳しくは、「http://www.linux.or.jp/」を参照のこと。 
9. 詳しくは、「e－ビジネス、アーサーアンダーセン、東洋経済新報社、2000年 4月 7日」を参考のこ
と。 
10. 実際に、「http://eee.eplus.co.jp/」などのサイトがある。 
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